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太陽フレアは太陽コロナで発生する磁気エネルギーの突発的〨∼ 〱〰 ねどの〩解放現象である。太陽フ

レアの発生機構の理解には、< 〶〰 びづっの時間分解能で太陽大気の磁場データを取得する必要がある。

こきぁげご望遠鏡搭載マグネトグラフ〨ごぅき〻 ぎちでちぴち づぴ ちぬ〮 〲〰〱〴〩は、光球に感度のある波長中心うづ ぉ

〶〳〰〲.〵 〗ぁに対して、±〱〶〰,±〸〰 ね 〗ぁの 〴波長点で、∼ 〳〰びづっの時間分解能で測光精度∼ 〳× 〱〰4の偏光

フルストークスプロファイルを観測し、ベクトル磁場データへと変換している。

本研究では、ごぅきの機器偏光の較正のため、対物レンズの上流に直線〯円偏光板〨えぎ〳〸〯えぎ

ぃぐ〳〷〩を設置して、ごぅきの光学系全体の偏光特性を表すポラリメータ応答行列〨づ〮で〮 ぅぬねはひづ 〱〹〹〰〩を

取得した〨下図〩。その結果、ごぅきの理論偏光モデルになく、要求精度を〱桁以上上回る、偏光特性

の視野内での空間分布が確認された〨すちねちびちにど づぴ ちぬ〮 〲〰〱〹〩。そこで、ごぅきの光学系を構成する偏

光ビームスプリッタおよび、折り曲げ鏡の偏光特性の空間分布を個別に診断する実験を行った。ポ

ラリメータ応答行列の空間分布は、偏光ビームスプリッタの固定に伴う内部応力に起因した透過率

比∼ 〰.〰〱の円二色性と折り曲げ鏡への入射角に依存した遅延の分布に起因することが示唆され、これ

らを含むごぅきの新しい理論偏光モデルを構築した。

図〺 ポラリメータ応答行列、各パネルはごぅきのぃぃいサイズに対応
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